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従来の中国語母語話者のフォーカス発音に関する研究では、ピッチ（高さ）の問題しか




































































































型の文節に統一し、それぞれ 1 文節、2 文節、3 文節からなる文を選定した。 
以上の 4 点を踏まえた上で、本研究で用いた調査文は下記の表 1 に記す。S1 から S4 ま




表 1 音読調査文 
S1 前部フォーカス 中国の方々は八方美人という言葉をご存知でしょうか。 
S1 後部フォーカス 中国の方々は八方美人という言葉をご存知でしょうか。 
S2 前部フォーカス アメリカのみなさんは八方美人という言葉をご存知でしょうか。 
S2 後部フォーカス アメリカのみなさんは八方美人という言葉をご存知でしょうか。 
S3 前部フォーカス 介護の体験から他人を思いやることの大切さを学びました。 
S3 後部フォーカス 介護の体験から他人を思いやることの大切さを学びました。 
S4 前部フォーカス 留学の経験から初心を貫くことを学びました。 
S4 後部フォーカス 留学の経験から初心を貫くことを学びました。 
3.4 調査手順 
本調査は、2015 年 10 月から 2016 年 1 月にかけて、早稲田大学日本語教育センターの




































② 正式な判定を開始する前に、練習問題を 2 問練習してもらい、判定方法が理解でき
たことを確認した。 
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−2      −1        0        1       2  
  (前部)      (やや前部)        (中立)       (やや後部)      (後部) 
図 1 音声判定の評価シート 
 
その後、判定者に判定してもらった結果に基づいて各発話の得点を算出する。判定者が
つけた判定結果と得点の関係は表 2 に示したとおりである。1 つの発話に 2 箇所がつけら
れた場合はその 2 箇所の得点の和を得点とする。2 人の判定者による得点の平均点をその
発話の最終得点とする。最終得点はこの発話の伝達度を表す。 
 
表 2 得点の算出方法 
NS の音声判定結果 －2(前部) －1(やや前部) 0(中立) 1(やや後部) 2(後部) 
前部フォーカスの場合
の得点 (点) 
 2  1 0 −1 −2 
後部フォーカスの場合
の得点 (点) 
−2 −1 0  1  2 
 
例として、ある前部フォーカスの文に対する 2 名の判定者の音声判定の結果を図 2 に示
す。表 2 を参照すると、前部フォーカスの場合−2（前部）が 2 点となるため、NS1 によ
る採点は 2 点と−1 点の和である 1 点になる。NS2 による採点は 1 点である。この発話の
最終得点は NS1 と NS2 による平均点である 1 点になる。 
 
NS1  −2      −1        0        1       2  
   (前部)    (やや前部)      (中立)    (やや後部)    (後部) 
NS2  −2      −1        0        1       2  
   (前部)    (やや前部)      (中立)    (やや後部)    (後部) 




らなかったフォーカス発音 ③フォーカスが多箇所にある発音 の 3 種の発音を洗い出し
て分析した。本論文において、よく伝わったフォーカス発音とは判定者の 2 名ともフォー
カスを正しく判定できた発音を指す。つまり、最終得点が満点（2 点）の発音である。伝
わらなかった発音とは 2 人の判定者による最終得点が 0 点以下、つまりフォーカスがない
もしくはフォーカスが別の位置に聞こえた発音である。フォーカスが多箇所にある発音と
















値、1 モーラ長、音圧最大値、ポーズの位置と長さを特定し 4、算出した。 
統計分析では、集計された音声判定の結果と各発話の F0 最大値の比、1 モーラ長の比、
















表 3 判定者間の相関係数 
 NS1 NS2 NS3 NS4 
NS1 1.0    
NS2 ― 1.0   
NS3 0.675** 0.623** 1.0  
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表 4 前部フォーカスと後部フォーカスの点数の統計量 
 平均値 N 標準偏差 
フォーカス 前部 .575 40 .641 




















よく伝わったフォーカス発音とその F0 最大値、1 モーラ長、音圧最大値、ポーズの位
置と長さの情報を表 5 に記す。 
 
表 5 よく伝わったフォーカス発音とその韻律情報 
 




前部要素 前部助詞 後部要素 後部助詞 前部要素 後部要素 前部要素 後部要素 前部要素(中/)後 後部要素(中/)後
B1前 295 ↑ 227 253 × 137 ↑ 103 -18 ↑ -21 332 ×
M4前 275 254 295 ↑ × 164 ↑ 132 -17 ↑ -25 193 ×
Z4前 334 ↑ × 256 × 140 ↑ 133 -24 -24 708 ×
G1後 160 × 193 ↑ × 111 117 ↑ -21 -18 ↑ 504 383
W1後 145 × 221 ↑ × 124 125 ↑ -23 -18 ↑ 203 ×
G2後 151 × 199 ↑ × 108 113 ↑ -21 -17 ↑ 492 330
J2後 308 × 315 ↑ × 133 ↑ 127 -19 -16 ↑ 430 402
G3後 187 × 195 ↑ × 95 117 ↑ -14 -13 ↑ 886 ×
K3後 155 ↑ × 147 153 125 127 ↑ -17 ↑ -18 342 293
X3後 302 × 306 ↑ × 160 173 ↑ -17 -16 ↑ 428 332/206
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後、図 3 と図 4）。つまり、後続助詞の高さはフォーカス部分自体の高さよりも母語話者の
判定に影響すると推測される。 
msec 
図 3 M4 前のピッチ曲線（矢印が前部助詞のピッチ） 
msec 
図 4 K3 後のピッチ曲線（矢印が後部助詞のピッチ） 
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msec 






















前部要素 前部助詞 後部要素 後部助詞 前部要素 後部要素 前部要素 後部要素 前部要素(中/)後 後部要素(中/)後
G1前 220　↑ × 194 × 119　↑ 117 -20 -17　↑ 614 269
G3前 195　↑ × 154 × 100 119 ↑ -14　↑ -15 381 (80)
W1前 211　↑ × 186 × 120 137 ↑ -17　↑ -24 421 175
K2前 155　↑ × 153 × 125　↑ 121 -19 -19 641 ×
L1前 286　↑ × 280 × 161　↑ 121 -23 -22　↑ 411 ×
Z1前 249 × 302　↑ × 157　↑ 105 -29 -28　↑ 742 ×
W3前 182 × 183　↑ × 116　↑ 114 -16　↑ -21 351 ×
L4前 280　↑ × 250 246 141 142　↑ -17　↑ -18 × ×
J1前 334　↑ × 319 × 145　↑ 109 -23 -23 310 106
K1前 176　↑ × 159 × 160　↑ 112 -17 -16　↑ 599 ×
B2前 302　↑ × 257 × 129　↑ 118 -16　↑ -19 150 ×
G2前 181　↑ × 175 × 113　↑ 108 -17　↑ -20 588 280
L2前 306　↑ × 259 227 150　↑ 129 -19　↑ -22 460 ×
W2前 209 × 219　↑ × 131　↑ 100 -18 -18 426 103
L3前 288　↑ × 239 259 145　↑ 126 -15　↑ -22 153 61
K1後 167　↑ × 166 × 143　↑ 128 -16 -16 538 ×
K2後 159 × 178　↑ × 122 122 -19 -14　↑ 597 ×
L2後 298 192 309　↑ × 151　↑ 144 -21 -19　↑ 325 285
M3後 308　↑ 260 300 × 113 142 ↑ -18 -18 475 216/313
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msec 
図 7 Z1 前のピッチ曲線（後部要素のピッチが抑えられない） 
 
また、表 6 の L2 前、L3 前、L4 前を見ると、フォーカス語が高く発音されても、非フォー
カス部分の後続助詞が高く発音されると、フォーカスの位置が正確に伝達できないことに
なる。つまり、後続する助詞の音の上昇がフォーカス語自体の高さよりもフォーカスの判
定に影響する （図 8）。 
msec 
図 8  L3 前のピッチ曲線（非フォーカス部分の助詞が高く発音された） 
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msec 
図 9 上から K1 後、K2 後のピッチ曲線（「方々」と「みなさん」が平板型に発音された） 
 
そして、よく伝わるフォーカス発音と比べて、伝わりにくい発話には非フォーカス語が
フォーカス語より明らかに長く発音される特徴が見られた（表 6 の W1 前、K1 後）。特に
K1 後を見ると、前部にもフォーカスがあると判定されたのは前部要素が長く発音される








































浮き彫りになった。具体的には下記の表 7 を参照されたい。 
 




































































方、表 8 の偏回帰係数（β）を見ると、その他の 4 つの要因のフォーカスの意図伝達に与
える影響度が、後続助詞の高さ＞ポーズ＞フォーカス部分と非フォーカス部分自体の高さ
＞アクセントの正否という順になっていることが明らかになった。 
表 8 重回帰分析の結果 
 変数名 β t 値 有意確率 
X1 高さ 0.290 3.547 0.001** 
X2 長さ 0.021 0.255 0.800 
X3 後続助詞の高さ 0.341 3.845 0.000** 
X4 ポーズ 0.335 3.679 0.000** 
X5 アクセント 0.286 3.214 0.002** 




































































































































































































































 4 ポーズの同定方法は石崎（2005）を参考にした。 
 5 F0 最大値の比 =フォーカス部分の F0 最大値/非フォーカス部分の F0 最大値、1 モーラ長の比=
フォーカス部分の 1 モーラ長/非フォーカス部分の 1 モーラ長、音圧最大値の比=フォーカス部分
の音圧最大値/非フォーカス部分の音圧最大値。 
 6 -0.2〜0.2 は「ほとんど相関がない」、-0.4〜-0.2，0.2〜0.4 は「弱い相関がある」、-0.7〜-0.4，0.4
〜0.7 は中程度の相関がある、-1.0〜-0.7，0.7〜1.0 は強い相関がある。 
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